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Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
・
解
析
部
で
実
施
し
て

い
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー

調
査
」（
Ｂ
Ｌ
Ｍ
調
査
）
で
は
、
業
況
調
査
に

合
わ
せ
て
随
時
、
喫
緊
の
テ
ー
マ
と
な
る
政

策
課
題
に
対
す
る
回
答
も
求
め
て
い
る
。
今

回
の
調
査
で
は
、
労
働
者
派
遣
法
や
労
働
契

約
法
、
高
齢
者
雇
用
安
定
法
の
改
正
な
ど
、

労
働
法
制
の
見
直
し
が
相
次
い
で
い
る
こ
と

を
受
け
、
そ
の
対
応
状
況
と
今
後
の
意
向
に

つ
い
て
、
モ
ニ
タ
ー
企
業
に
尋
ね
た
。
な
お
、

モ
ニ
タ
ー
企
業
は
上
場
大
手
企
業
が
主
だ
が
、

今
回
調
査
の
有
効
回
答
は
四
二
社
（
有
効
回

答
率
四
八
・
九
％
）
と
、
母
数
が
限
ら
れ
る

点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

影
響
が
大
き
い
の
は
改
正
高
齢
法

　

ま
ず
、
近
時
の
一
連
の
改
正
労
働
法
制
の

中
で
、
各
モ
ニ
タ
ー
企
業
に
と
っ
て
影
響
の

大
き
な
見
直
し
は
何
か
を
尋
ね
た
。
そ
の
結

果
（
複
数
回
答
）、
多
か
っ
た
順
に
「
高
齢

者
雇
用
安
定
法
の
改
正
」が
八
八
・
一
％
、「
労

働
契
約
法
の
改
正
」
と
「
障
が
い
者
の
法
定

雇
用
率
の
引
き
上
げ
」が
同
率
の
七
八
・
六
％
、

「
労
働
者
派
遣
法
の
改
正
」
が
四
〇
・
五
％
、

「
年
金
法
の
改
正
」（
短
時
間
労
働
者
に
対
す

る
社
会
保
険
の
適
用
拡
大
等
）が
三
一
・
〇
％
、

「
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
」
が
一
一
・
九
％
、

「
そ
の
他
」
が
二
・
四
％
―
―
と
な
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
、
も
っ
と
も
影
響
の
大
き
な
見

直
し
は
何
か
を
尋
ね
る
と
、
多
い
順
に
「
高

齢
者
雇
用
安
定
法
の
改
正
」
が
三
五
・
七
％
、

「
労
働
契
約
法
の
改
正
」が
二
一
・
四
％
、「
障

害
者
の
法
定
雇
用
率
の
引
き
上
げ
」
が
九
・

五
％
、「
年
金
法
の
改
正
」（
同
）
が
七
・
一
％
、

「
労
働
者
派
遣
法
の
改
正
」
が
四
・
八
％
と

な
っ
て
い
る
（
無
回
答
二
一
・
四
％
）。

四
七
・
五
％
の
企
業
が
派
遣
労
働
者

の
活
用
を
見
直
し

　

そ
の
う
え
で
、
派
遣
労
働
法
制
、
有
期
労

働
契
約
法
制
、
高
齢
者
雇
用
法
制
そ
れ
ぞ
れ

へ
の
対
応
状
況
と
今
後
の
意
向
を
掘
り
下
げ

て
尋
ね
た
。

　

ま
ず
、
派
遣
労
働
法
制
に
つ
い
て
み
る
と
、

現
在
、
派
遣
労
働
者
を
活
用
し
て
い
る
企
業

は
九
五
・
二
％
だ
っ
た
。
現
状
の
活
用
分
野

は
（
複
数
回
答
）、「
事
務
分
野
の
業
務
」
が

八
七
・
五
％
、「
開
発
分
野
の
業
務
」
が
四
〇
・

〇
％
、「
製
造
分
野
の
業
務
」
が
二
七
・
五
％
、

「
営
業
・
販
売
分
野
の
業
務
」
が
一
七
・
五
％
、

「
そ
の
他
」
が
二
〇
・
〇
％
と
な
っ
て
い
る

（
無
回
答
二
・
五
％
）。

　

同
企
業
を
対
象
に
、
派
遣
労
働
法
の
改
正

（
昨
年
一
〇
月
一
日
施
行
）
に
伴
い
、
派
遣

労
働
者
の
活
用
に
関
す
る
見
直
し
を
行
っ
た

か
尋
ね
る
と
、「
何
ら
か
の
見
直
し
を
行
っ

た
」
が
二
七
・
五
％
、「
今
後
、
何
ら
か
の
見

直
し
を
行
う
」
が
二
〇
・
〇
％
、「
見
直
し
は

特
段
行
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
見
直
し
予
定

も
な
い
」
が
五
二
・
五
％
だ
っ
た
。

　
「
何
ら
か
の
見
直
し
を
行
っ
た
」
あ
る
い

は
「
今
後
、
何
ら
か
の
見
直
し
を
行
う
」
と

回
答
し
た
企
業
（
四
七
・
五
％
）
を
対
象
に

具
体
的
な
見
直
し
内
容
を
尋
ね
る
と
（
複
数

回
答
）、
多
い
順
に
「
改
正
法
の
内
容
を
グ

ル
ー
プ
内
企
業
に
通
達
し
点
検
・
遵
守
を
指

示
し
た
」
が
五
七
・
九
％
、「
派
遣
労
働
者
を

直
接
雇
用
に
切
り
換
え
た
（
一
部
含
む
）」

と
「
派
遣
労
働
者
の
個
別
就
業
情
報
の
管
理

体
制
を
強
化
し
た
」
が
同
率
の
二
六
・
三
％
、

「
派
遣
労
働
者
の
活
用
を
縮
小
し
た
」と「
グ

ル
ー
プ
企
業
内
派
遣
の
八
割
規
制
に
抵
触
し

な
い
よ
う
調
整
し
た
」が
同
率
の
二
一
・
一
％

―
―
な
ど
と
な
っ
た
（
図
１
）。

六
六
・
六
％
が
有
期
契
約
労
働
者
の

雇
用
管
理
を
見
直
し

　

次
に
、
有
期
労
働
契

約
法
制
（
昨
年
八
月
一

〇
日
公
布
。
一
部
を
除

き
本
年
四
月
一
日
施

行
）
に
つ
い
て
み
る
と
、

現
在
、
す
べ
て
の
企
業

が
有
期
契
約
労
働
者

（
本
調
査
で
は
派
遣
労

働
者
以
外
の
直
接
雇
用

の
フ
ル
タ
イ
ム
や
パ
ー

ト
タ
イ
ム
の
有
期
契
約

労
働
者
に
限
定
し
た
質

問
）
を
活
用
し
て
い
た
。

活
用
し
て
い
る
分
野
は

（
複
数
回
答
）、「
事
務

分
野
の
業
務
」（
八
五
・

七
％
）
を
は
じ
め
、「
営

業
・
販
売
分
野
の
業

務
」（
六
四
・
三
％
）、「
製

造
分
野
の
業
務
」（
三

八
・
一
％
）、「
開
発
分

野
の
業
務
」（
三
三
・

三
％
）、「
そ
の
他
」（
二

一
・
四
％
）
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
他
の
自
由

記
述
に
は
、医
療
職（
看

護
師
等
）
や
陸
上
競
技

部
等
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
、

工
場
内
の
清
掃
員
、
産

業
医
、
寮
管
理
者
、
障
が
い
者
、
サ
ー
ビ
ス
・

調
理
ス
タ
ッ
フ
―
―
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。

　

そ
の
う
え
で
、
労
働
契
約
法
の
改
正
に
伴

い
、
有
期
契
約
労
働
者
が
五
年
を
超
え
反
復

更
新
さ
れ
た
場
合
に
は
、
労
働
者
の
申
し
込

み
に
基
づ
き
、
無
期
労
働
契
約
へ
転
換
さ
せ

る
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
応
す

る
た
め
、
有
期
契
約
労
働
者
の
雇
用
管
理
の

労
働
法
制
の
見
直
し
に
ど
う
対
応
す
る
か

〈
企
業
モ
ニ
タ
ー
に
法
改
正
へ
の
対
応
状
況
を
聞
く
〉

図１　改正労働者派遣法を踏まえた派遣労働者の活用に関する見直し内容
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そ
の
他

派
遣
労
働
者
の
待
遇
を
同
種
の

業
務
に
従
事
す
る
自
社
労
働
者

と
の
均
衡
に
配
慮
し
て
見
直
し
た

派
遣
会
社
の
選
別
を
厳
格
化
し
た

改
正
法
の
内
容
を
グ
ル
ー
プ
内

企
業
に
通
達
し
点
検
・
遵
守
を

指
示
し
た

派
遣
労
働
者
の
個
別
就
業
情
報
の

管
理
体
制
を
強
化
し
た

派
遣
契
約
を
解
除
す
る
場
合
の

休
業
手
当
や
新
た
な
就
業
先
の
確

保
に
係
る
対
応
方
針
を
定
め
た

グ
ル
ー
プ
企
業
内
派
遣
の
８
割
規

制
に
抵
触
し
な
い
よ
う
調
整
し
た

派
遣
労
働
者
を
直
接
雇
用
に
切
り

換
え
た
（
一
部
含
む
）

派
遣
労
働
者
の
活
用
を
縮
小
し
た

日
雇
派
遣
の
活
用
を
や
め
た

派
遣
労
働
の
活
用
自
体
を
や
め
た
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見
直
し
を
行
う
か
尋
ね
る
と
、「
既
に
見
直
し

を
行
っ
た
」
が
七
・
一
％
、「
今
後
、
何
ら
か

の
検
討
・
見
直
し
を
行
う
」
が
五
九
・
五
％
、

「
検
討
・
見
直
し
を
行
う
か
否
か
を
含
め
、

現
時
点
で
は
ま
っ
た
く
未
定
」が
二
六
・
二
％
、

「
見
直
し
を
行
う
予
定
は
な
い
（
現
在
の
活

用
方
法
で
抵
触
し
な
い
）」
が
七
・
一
％
と

な
っ
た
。

　
「
既
に
見
直
し
を
行
っ
た
」
あ
る
い
は
「
今

後
、
何
ら
か
の
検
討
・
見
直
し
を
行
う
」
と

回
答
し
た
企
業
を
対
象
に
具
体
的
な
内
容
を

尋
ね
る
と
（
複
数
回
答
）、「
有
期
契
約
労
働

者
の
契
約
更
新
判
断
（
人
物
や
働
き
ぶ
り
等

の
選
別
）
を
厳
格
化
し
て
い
く
」
が
五
三
・

六
％
で
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
「
有
期
契

約
労
働
者
の
更
新
を
抑
制
し
て
い
く
（
回
数

上
限
や
通
算
勤
続
上
限
等
の
設
定
含
む
）」

が
四
六
・
四
％
、「
有
期
契
約
労
働
者
か
ら
正

社
員
へ
の
転
換
制
度
を
新
設
／
既
存
の
も
の

を
活
用
す
る
」
と
「
正
社
員
と
は
異
な
る
無

期
契
約
労
働
者
（
地
域
・
職
種
限
定
等
）
の

区
分
を
新
た
に
検
討
す
る
」が
同
率
の
三
五
・

七
％
―
―
な
ど
と
な
っ
た
（
図
２
）。

　

さ
ら
に
、
改
正
派
遣
法
や
改
正
労
契
法
な

ど
非
正
規
社
員
を
め
ぐ
る
労
働
法
制
の
変
容

を
受
け
、
非
正
社
員
の
活
用
方
針
や
雇
用
管

理
の
あ
り
方
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
か

尋
ね
る
と
、「
既
に
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
っ

た
」
が
九
・
五
％
、「
抜
本
的
な
見
直
し
に
向

け
て
現
在
、検
討
中
で
あ
る
」
が
三
三
・
三
％
、

「
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
予
定
は
な
い
」

が
三
八
・
一
％
、「
分
か
ら
な
い
」
が
一
六
・

七
％
と
な
っ
た
（
無
回
答
二
・
四
％
）。

五
四
・
八
％
が
高
齢
者
雇
用
の
あ
り

方
を
見
直
す

　

最
後
に
、
高
齢
者
雇
用
法
制
（
昨
年
九
月

五
日
公
布
。
本
年
四
月
一
日
施
行
）
へ
の
対

応
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
高
齢
法
の
改
正
に
伴

い
、
定
年
に
到
達
す
る
希
望
者
全
員
を
、
六

五
歳
ま
で
継
続
雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
が
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
高
齢
者
雇

用
の
あ
り
方
の
見
直
し
を
行
う
か
に
つ
い
て

は
、「
既
に
見
直
し
を
行
っ
た
」が
一
一
・
九
％
、

「
現
在
、
労
使
で
具
体
的
な
見
直
し
を
検
討

中
で
あ
る
」
が
四
二
・
九
％
、「
人
事
部
内
で

検
討
を
始
め
て
い
る
が
、
労
使
で
の
検
討
な

ど
具
体
的
に
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
」が
三
八
・

一
％
、「
行
う
予
定
は
な
い
（
既
に
定
年
廃
止

や
六
五
歳
以
上
定
年
制
な
ど
を
実
施
し
て
お

り
、
現
状
で
改
正
内
容
に
抵
触
し
な
い
を
含

む
）」
が
七
・
一
％
と
な
っ
た
。

　

見
直
し
を
行
う
上
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
課
題
に
な
る
と
思
う
か
（
既
に
見
直
し
を

行
っ
た
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
課
題

に
な
っ
た
か
）
尋
ね
る
と
（
複
数
回
答
）、

多
い
順
に
「
継
続
雇
用
者
の
働
き
方
や
待
遇

の
あ
り
方
」（
七
六
・
九
％
）、「
継
続
雇
用
者

を
配
置
す
る
職
務
・
職
場
の
確
保
」（
六
一
・

五
％
）、「
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者
を
限
定

す
る
労
使
協
定
の
政
省
令
に
則
っ
た
見
直

し
」（
五
一
・
三
％
）、「
人
件
費
負
担
の
増
大
」

（
四
六
・
二
％
）、「
健
康
面
で
の
配
慮
負
担

の
増
大
」（
四
一
・
〇
％
）、「
継
続
雇
用
の
あ

り
方
を
含
め
た
、
人
事
処
遇
制
度
の
大
幅
な

見
直
し
」（
三
五
・
九
％
）
―
―
な
ど
が
挙
が

り（
図
３
）、「
特
に
課
題
は
な
い
」は
二
・
六
％

に
と
ど
ま
っ
た
。

（
調
査
・
解
析
部　

渡
辺
木
綿
子
）

図２　改正労働契約法を踏まえた有期契約労働者の雇用管理の見直し
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有
期
契
約
労
働
者
の
活
用
を
縮
小
し
て
い
く

有
期
契
約
労
働
者
の
更
新
を
抑
制
し
て

い
く
（
回
数
上
限
や
通
算
勤
続
上
限
等

の
設
定
含
む
）

有
期
契
約
労
働
者
の
１
回
当
た
り
の
契

約
期
間
を
延
ば
し
、
更
新
は
原
則
行
わ

な
い
よ
う
に
す
る

有
期
契
約
労
働
者
の
契
約
更
新
判
断

（
人
物
や
働
き
ぶ
り
等
の
選
別
）
を

厳
格
化
し
て
い
く

有
期
契
約
労
働
者
か
ら
正
社
員
へ
の
転

換
制
度
を
新
設
／
既
存
の
も
の
を
活
用

す
る

正
社
員
と
は
異
な
る
無
期
契
約
労
働
者

（
地
域
・
職
種
限
定
等
）
の
区
分
を
新

た
に
検
討
す
る

更
新
後
５
年
超
に
到
達
す
る
有
期
契
約

労
働
者
が
出
て
も
、
次
の
契
約
ま
で
原

則
６
カ
月
以
上
の
空
白
（
ク
ー
リ
ン
グ
）

期
間
を
設
け
て
再
度
、
活
用
す
る

そ
の
他

無
回
答

図３　高齢者雇用安定法の改正に伴う高齢者雇用の在り方の見直し内容
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（複数回答）
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